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2021 年 2月 4日
日本板硝子株式会社

2021 年 3 月期 第 3 四半期決算報告
（2020 年 4 月 1 日～2020 年 12 月 31 日）

 第 3 四半期（10-12 月期）は、自動車用ガラス事業が売上回復をけん引し、売上高がほぼ前年並（△
1%）に回復。コスト削減効果もあり営業利益は前年比増益（+52%）、当期利益も黒字転換
 自動車用ガラスは世界各地の需要回復により増収(+3%)増益
 建築用ガラスは前年比減収となるも、欧州で前年比増収（+7%）増益、太陽電池パネル用ガラスの堅調も

あり、前年レベルの利益確保
 高機能ガラスは前年並み売上・利益へ回復。在宅勤務需要を受けプリンター用レンズ出荷数量が増加

 業績改善を踏まえ、通期の売上・営業利益予想を再度上方修正
 世界で 2000 人規模の人員削減を含む事業構造改革は計画通り進捗

1. 第 3 四半期決算
• 第 1四半期に新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大による需要急減の影響を受け、累計では減収減益と
なるも、全社的なコストダウン努力と第 2・第 3四半期の需要回復により業績は改善基調。累計の営業利益は 80
億円と黒字が拡大

• 第 3四半期（10-12 月期）では営業利益は 48 億円と前年同期比増益（+17億円、+52%）。親会社所
有者に帰属する当期利益も前年同期比増益（+41億円）の 34億円となり、黒字回復

• 損益改善に加え、投資抑制、運転資本改善活動（主に在庫削減）が奏功し、第 3四半期（10-12 月期）の
フリー・キャッシュ・フローは 56 億円と、第 2四半期に続きプラスを維持。12月末の手元流動性は現預金残 465
億円、未使用融資枠残 844億円と、9月末水準よりも改善

• 自己資本は、第 3四半期（10-12 月期）の当期利益計上と為替影響等により 9月末対比で改善。自己資本
比率は 7.9%（9月末は 6.4%）に上昇

＜連結損益計算書＞
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＜各事業の概況（セグメント別売上高・営業利益は末尾の参考資料参照）＞
建築用ガラス事業 第 1四半期の需要減の影響を受け、累計では減収減益だが、第 3四半期は引き続き欧州、南米を

中心に需要回復が続く。太陽電池パネル用ガラスの出荷は引き続き堅調

自動車用ガラス事業 累計では減収減益だが、６月以降は徐々に需要が回復し、第 3四半期では前年同期対比で増収
増益に転換

高機能ガラス事業 累計では減収減益だが、第 3四半期は前年並みのレベルに回復。プリンター用レンズが在宅勤務需要
の拡大を受けて出荷数量増

2. 通期業績予想（上方修正）
• 第 3四半期までの実績を踏まえ、前回上方修正した売上・営業利益予想をさらに上方修正

売上高 4,900 億円（前回予想比+100億円）
COVID関連個別開示項目後営業損失 △20億円（前回予想比+50億円）

• 第 4四半期（1-3 月期）は全体としては前年並み水準への回復を想定するが、新型コロナウイルス感染の再
拡大によって自動車生産に影響する可能性あり

• 通期の最終損益予想は、今後の個別開示項目が明らかになった段階で改めて開示。資産・事業売却等によ
り、今後発生する構造改革関連費用の影響を可能な限り軽減する方針

3. 事業構造改革
• 聖域なき改革を実行し、2022年 3月期の黒字転換を目指す
• 計画通り、世界各地での合計 2,000人規模の人員削減を推進中
• 全社的な固定費の大幅削減、生産・購買コスト削減も計画・実行中

お問い合わせ先（IR・広報部）
報道関係 ０３－５４４３－９４７７
ＩＲ関係 ０３－５４４３－０１００
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＜参考：2021 年 3 月期第 3 四半期決算説明資料より抜粋＞

＜参考：セグメント情報＞


